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       補助金調書

補助金名 社会福祉協議会地域福祉推進事業費補助金 担当課
（連絡先）

福祉局生活福祉部地域共生課
（ＴＥＬ 733-5346）

交　付　先 団体
社会福祉法人

福岡市社会福祉協議会
区分 その他の補助金

交付先決定方法 非公募
（公募の場合）

公募時期
－

（公募の場合）
応募要件

－

（非公募の場合）
非公募の理由

　本事業は、社会福祉協議会が行う地域福祉の推進を目的とした事業に対する補助で
あるため。

補助開始年度 昭和26 年度 経過年数 75 年度

補助金の目的
及び

補助対象事業

【補助金の目的】
　社会福祉推進事業その他福祉を目的とする事業の健全な発達及び社会福祉に関す
る活動の活性化を図り、もって地域福祉の推進に資することを目的とする。
【補助対象事業】
　市社会福祉協議会活動の推進、福祉活動の推進、ボランティアセンター事業等

補助金の終期 令和10 年度 延長回数 3 回

終期を延長する
理由

　社会福祉協議会が実施する社会福祉事業その他福祉を目的とする事業及び社会福
祉に関する活動を支援することで、地域福祉の推進に資するものとして補助を継続する
ため。

交付対象経費及び
補助金の算定方法等

その他

【補助対象経費、補助金額の算定方法・考え方】
○補助対象経費：人件費（役員報酬、職員俸給、職員諸手当、退職金、法定福利費、非常勤職員給与）、事務費（福利厚生費、旅費交通
費、研修研究費、事務消耗品費、印刷製本費、修繕費、通信運搬費、業務委託費、保守料、保険料、渉外費、諸会費、雑費、助成金、負
担金、手数料）、事業費（諸謝金、旅費交通費、研修研究費、消耗器具備品費、印刷製本費、車輛費、修繕費、通信運搬費、会議費、保
守料、広報費、業務委託費、手数料、保険料、租税公課、雑費、助成金、負担金、賃借料、水道光熱水費、文化体育費（民間社会福祉事
業従事職員福利厚生基金による事業費支出に限る））、その他市長が特に必要と認める経費
○補助額の算定方法・考え方：補助事業の実施に必要な額の範囲内、かつ予算の範囲内において市長が定める額

（間接補助の場合）
間接補助とする理由
及び再交付先への配

分基準、審査基準

 【間接補助の理由、再交付の配分基準・審査基準】
　社会福祉協議会は民間活動団体への助成も行っており、その事業は地域福祉の推進に資する
ものであるため、補助を行うもの。
　再交付先への配分基準について、ふれあい入浴については、1つの浴場につき、実施回数×30
千円とし、更生保護施設への助成については、1施設610千円とし、生活支援ボランティア団体に
は１団体あたり100千円（新規立ち上げ）、１団体あたり60千円（運営体制強化）を上限とする。

※１：金額総額であり、複数の団体等に交付している場合、個々の団体等への交付額等を示すものではありま
せん。なお、当該年度は当初予算額を記載しております。また、前年度決算額について、補助額の確定が未了
のものは、交付件数および交付決定額を外数として（）書きで記載しております。

460,593 445,564 485,454

前年度補助事業
の主な実施概要

475,086

福祉のまちづくり事業
シニア担い手づくり事業
災害ボランティアセンター活動事業　他

補助金交付
による効果

　福祉のまちづくり事業の補助による福祉のまちづくりに対する普及啓発、ボランティア
事業の補助による地域福祉の担い手の掘り起こしなど、地域で安心して生活できるよう
な、地域福祉の推進につながっている。

交付状況等
【上段：交付件数】

【下段：決算】
（※１）

当該年度 前々々年度

1 1 1

前年度 前々年度
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